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２．事業の進捗状況と見込み等

現地調査の結果による切土対策の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約41億円増額
〇当初のボーリング調査結果より切土斜面に軟岩およびローム層が堆積していることから、切土法面工は客土吹付を想

定していた。
○現地工事着手に先立ち、試掘調査をしたところ、ボーリング調査では確認出来なかった玉石(最大60cm程度)が見つか

り、対策として、法枠工、ロックボルト工と施工中の安全対策として、仮設落石防護柵を追加した。また、発生する玉石
については、小割破砕するため、破砕・運搬費用が必要となった。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容①
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掘削土運搬先の変更

玉石を含む掘削土について、
玉石を小割破砕するため、
破砕費用と運搬距離の変更
によって、費用が増大した。
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〇変更

〇当初

: 当初ボーリング調査実施箇所
: 切土対策の実施箇所（当初）
: 切土対策の実施箇所（変更）
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〇変更法枠＋ロックボルト工

客土吹付工

試掘調査で玉石が出現
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[指摘事項】仮設落⽯防護柵の範囲記載がない
（仮設防護柵の範囲と法枠工・ロックボルト工の対策範囲が一致していない）



平面図
〇当初

: 当初ボーリング調査実施箇所
: 切土対策の実施箇所（当初）
: 切土対策の実施箇所（変更） 客土吹付工
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仮設落石防護柵

〇変更
法枠＋ロックボルト工 試掘調査で玉石が出現
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切土対策範囲の仮設防護柵

※本写真の区間は玉石が確認されており、仮設防護柵及び落石防護柵を設置する※設置イメージ
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